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「ICAN」がノーベル平和賞を受賞し、「核兵器禁止
条約」が採択されるなど核廃絶への機運が盛り上が
るなか、一方で国際情勢において核の存在が増しつ
つある。北東アジアにおける核廃絶に向けての阻
害・促進の両要因について、核抑止依存の実態、「ト
ラック2」外交の可能性、および非核化プロセスの
検証などに焦点をあて分析。
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◆目次◆

RECNA叢書3

RECNA叢書1

RECNA叢書2

ISBN 978-4-589-03921-7  C3031  ¥3200E

ISBN 978-4-589-03775-6  C1031  ¥2500E

ISBN 978-4-589-03848-7  C1031  ¥3500E

注
文
書

出版社：法律文化社

鈴木達治郎 ほか 編

W.ウィルソン 著

H.ファイブソン ほか 著

取扱店
定価 本体 3,200円＋税

定価 本体 2,500円＋税

定価 本体 3,500円＋税

冊

冊

冊

備考核の脅威にどう対処すべきか

核兵器をめぐる5つの神話

核のない世界への提言

北東アジアの非核化と安全保障
●執筆者●
中村　桂子
榎本　浩司
吉田　文彦
向　和歌奈
孫 　 賢 鎮
堀尾　健太
全 　 炳 德
永井雄一郎
太田　昌克

 （長崎大学核兵器廃絶研究センター准教授）
 （一橋大学大学院法学研究科博士後期課程在籍中）
 （長崎大学核兵器廃絶研究センター副センター長・教授）
 （亜細亜大学国際関係学部国際関係学科講師）
 （広島市立大学広島平和研究所准教授）
 （東京大学大学院工学系研究科原子力国際専攻）
 （長崎大学教育学部教授）
 （日本大学国際関係学部国際総合政策学科助教）
 （共同通信編集委員、RECNA客員教授）

長崎大学核兵器廃絶研究センター年報2017

- 64 -

＜出版物＞


